
1 
 

 

令和 2 年度厚生労働科学研究費 労働安全衛生総合研究事業 
 

医療機関における治療と仕事の両立支援の推進に資する研究 

(20JA1006) 

 

 

 

 

 

分担報告書 

 

 

手術を含む集学的療法の際の就業上の留意点の整理 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

研究分担者 田中 文啓 
 
 
 
 

 

 



2 
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分担研究報告書 

医療機関における治療と仕事の両立支援の推進に資する研究 

手術を含む集学的療法の際の就業上の留意点の整理 
 

研究分担者  田中文啓 （産業医科大学 第２外科学講座 教授） 

研究要旨 

 「病気の治療と仕事の両立支援（両立支援）」のためには、企業や産業医側の

体制整備に加え、実際に保険診療を行う医療機関側の取り組みも非常に重要で

ある。 
 
極めて予後不良で難治性がんの代表である悪性胸膜中皮腫に対しては、従来

「胸膜肺全摘術（患側の肺と胸膜を一塊に摘出する）」という非常に侵襲の高い

手術に加え、化学療法や放射線療法を行う集学的治療が行われてきた。しかし、

近年「胸膜切除/肺剥皮術」という肺を温存する低侵襲な手術が行われるように

なり、術後に ADL を保つことで、術後の化学療法を行いながらも仕事との両立

を行えた症例を経験した。 
 

 しかし、実際に手術を含む集学的治療を行った患者において、治療と仕事の両

立が可能であった症例は非常に少なく、悪性胸膜中皮腫における両立支援に関

しては解決すべき課題が多い。 
 
本研究では、これまで実際に手術を含む集学的治療を施行した症例において、

両立支援により治療と仕事の両立が行えた症例と行えなかった症例に関して情

報収集し、悪性胸膜中皮腫において両立支援をさらに進めていくための課題や

実際に就業する上での留意点などを整理することで、多くの患者に両立支援を

行うことができる体制づくりに有用な情報を得る。また、両立支援が進まない理

由として、医療スタッフの両立支援に関する関心の低さも懸念されるため、これ

まで悪性胸膜中皮腫に対して手術を含む集学的治療を行いながら仕事との両立

を行った症例を示すことにより、一般的に就労が難しい疾患であったとしても

就労継続できることを示し、医療スタッフの両立支援に関する関心を高める。 

研究協力者  

黒田耕志 （産業医科大学 第２外科学講座 准教授） 

金山雅俊 （産業医科大学 第２外科学講座 助教） 

森将鷹  （産業医科大学 第２外科学講座 助教） 
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Ａ.目的 
「病気の治療と仕事の両立支援（両立

支援）」のためには、企業や産業医側の

体制整備に加え、実際に保険診療を

行う医療機関側の取り組みも非常に

重要である。しかし、悪性胸膜中皮腫は

非常に予後が不良であること、手術

を含む治療の侵襲が大きいこともあ

り、両立支援の取り組みはほとんど

なされていなかった。近年、より低

侵襲な手術「胸膜切除/肺剥皮術」が

行われるようになり、これまで両立

支援が困難と考えられていた悪性胸

膜中皮腫において、治療と仕事の両

立を実現した症例を経験した。しか

し、現実としてそのような症例は極

めて少なく、改善するために取り組

む課題は多い。 
本研究の目的としては、これまで

両立支援が行えた症例と行えなかっ

た症例に関して情報収集し、悪性胸

膜中皮腫における両立支援への課題

や就業する上での留意点を整理する

ことで、両立支援を行うことができ

る症例を増やすことに役立てる。ま

た、両立支援が進まない理由とし

て、医療スタッフの両立支援に関す

る関心の低さも懸念されるため、悪

性胸膜中皮腫に対して手術を含む集

学的治療を行いながら仕事との両立

を行った症例を示すことにより、一

般的に就労が難しい疾患であったと

しても就労継続できることを示し、

医療スタッフの両立支援に関する関

心を高める。 
 

Ｂ.方法 
これまで悪性胸膜中皮腫において

手術を含め集学的治療を行った症例

で両立支援が進まなかった原因を整

理し、改善すべき課題を提起する。ま

た、医療側の両立支援に関する関心の

低さを改善するために、実際に仕事と

治療を両立した経験を共有すること

により、悪性胸膜中皮腫を始めとした

疾患における両立支援の意識改革を

行う。 
さらに、実際に治療を受ける患者の

中には、治療と仕事の両立に関しての

情報が少なく、職場への復帰を諦める

方も多いため、診療科のホームページ

を改変し、両立支援に関する取り組み

などを紹介する動画を示すことによ

り、治療を受ける患者においても治療

と仕事の両立に関心を示してもらう。 
 
Ｃ.結果 
現時点では、これまでの症例情報を

蓄積することで、悪性胸膜中皮腫にお

ける両立支援の課題を検索している。 

また、両立支援に関する意識改革とし

て、実際に治療と仕事の両立を実現し

た症例の情報を共有することで、実際

両立支援を行っていく流れについて

確認を行った。 

さらに、当診療科における両立支援

に関する取り組みを提示するために、

現在、ホームページを更新しており、

情報提供できる体制を整えている。 

 
D.結論 

悪性胸膜中皮腫における両立支援
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は非常に課題が多い。しかし、一般的

に就労が難しいとされていた悪性胸

膜中皮腫における両立支援の課題を

整理することは、今後多くの患者にお

いて両立支援を進めていく上で有用

な情報になると考える。 
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